
第３学年 社会科学習指導案
社会科研究室

１．小単元名

第３学年『農家でつくられるもの ～元岡でつくられているバラのひみつ～』

２．小単元の考え方

１）児童観

○関心・意欲・態度

本学級の児童は，これまでに自分達の住んでいる校区の様子や福岡市の様子などについて学習し

てきた。そこで，学習問題に対して生活経験や既習を元に予想し，それぞれの視点をもって，意欲

的に調べる活動を行ってきた。

○資料活用・表現・コミュニケーション能力

１学期最後のアンケートによると，２９名中２１名の児童が社会科を好きだと答えている。しか

し，困っていることとして 『調べ方がわからない』ことや『資料の見方がわからない』こと 『自， ，

分の考えを発表することができない』ことなどを挙げている児童が多い。また，児童はこれまでの

追究活動において，体験活動や見学，人物への聞き取りなどを通して調べたことを発表することは

できるようになってきた。しかし，学習問題に対する自分の考えをまとめて発表するという学習は

あまりできていない。また，交流場面では一方的に発表することが多く，相手にわかりやすく説明

しようという相手意識が十分でない。

○知識・理解、社会的な見方・考え方

前小単元『わたしたちのくらしと商店』では，地域にある商店やスーパーマーケットについて調

べ，それらの仕事に携わっている人々が工夫していることを学習し，それに関連づけて消費者側の

工夫にも気付くことができた。今回の『農家でつくられるもの』では，農家の仕事は地形や気候な

どの自然条件とかかわっており，施設・設備，働く人の仕事の進め方などに見られる仕事の工夫に

ついて理解させ，生産物の運びやすさについて考えさせたい。また，苗を海外から取り寄せている

ことから外国とのつながりに気付かせたり，県外への出荷を行っていることから国内の他地域との

つながりに目を向けさせたりしたい。そして，それらの仕事が自分たちの生活を支えていることに

気付かせたい。

２）教材観

○バラを教材化した価値について

， 。○ 福岡県のバラの出荷量は全国で第３位であり そのほとんどが元岡や北崎で生産されている

福岡市の出荷量は ある市町村の中で全国第５位である。1777
○ バラは一年中生産されており，年間を通した生産の工夫が見えやすい。

○ 生産者側は、消費者のニーズに合わせて種類や生産量を考えて生産しており，生産者と消費

者の関係が見えやすい。

○ いちごは，４年生の福岡県の農業のところで再び取り上げられている。

○ 農作物の中でも穀類・野菜・果物は，食べ物なので児童は興味・関心が高い。しかし，敢え

て身近ではない生花(バラ)を取り上げ，私たちの生活を豊かにしているバラにも人々が様々な

工夫をしながら生産していることに気付かせたい。



○単元構成図

〇〇の□□さんは，温暖な気候と霜が降りないという自然条件を生かしながら，バラ作りを行

っており，天気や気温などの天候を見ながら，バラがよく生長するように機械をうまく利用し，

水や栄養を与えて，害虫や病気を防ぐ工夫や努力をしている。出荷の際にはバケツに水を入れた

り，専用の冷蔵庫を使ったりしてバラをいためないような工夫をして，より多くの人に美しいバ

ラを届けたいという願いをもって農業に取り組んでいる。

また，バラは県内や県外へ出荷され，他地域ともつながっている。

自然条件・土地の様子 バラ作りと バラの運びやすさ・

それに従事する□□さんの工夫や努力 他地域とのかかわり○福岡県では，バラの作

付面積・出荷量・算出 ○元岡・北崎地区では，海沿いで霜が降 ○バラの苗や肥料は，他

額ともに全国第３位で りにくく，温暖な気候をを生かしなが 地域(県外や外国)から

あり，福岡市の元岡・ ら，人々のニーズに合わせたバラ作り 届けられている。

北崎地区でその約３０ を行っている。 ○栽培したバラは，トラ

％を占めている。 ○バラ作りに従事している□□さんは、 ックで福岡市の花市場

○元岡・北崎地区は，平 毎日バラを収穫し，天気や気温などの へ集められ，福岡県内

地が広がっており，農 天候を見ながら，バラがよく生長する や関西へ出荷されてい

家が多い。近年は九州 ように水や栄養を与えたり、害虫や病 る。関西などの他地域

大学が移転してきて住 気を防いだりする工夫や努力をしてい へ出荷する際には高速

。宅地が増え，道路も整 る。 道路を通って運ばれる

備されてきている。 ○出荷の時はバケツに水を入れたり，専

用の冷蔵庫を使ったりしてバラをいた

めないような工夫をし，より多くの人

に美しいバラを届けたいという願いを

もってバラ作りに取り組んでいる。

○元岡・北崎地区の位置 ○設備や道具 ○立地条件

・ビニルハウス…気温を保ち，雨や風か ・○○から，出荷先であと様子

・福岡市 中心部から らバラを守る。 る福岡市東区の花市場の

約15㎞。 ・ビニルのネット…夏は日よけ。 は，福岡県内の北九州

・西部には平地が多く， 冬は暖房を逃がさな 市や久留米市の花市場

野菜・果樹・生花の栽 い。 より近い。

○出荷先培が盛ん。 ・エアコン…温度調節

・パイプ…水と栄養をいきわたらせる。 ・福岡市東区の花市場○自然条件

・気候…地形や対馬海流 ・ファン…冬に温かい空気をビニルハウ ・関西(兵庫県姫路市・

が影響し、年平均 ℃ ス全体にいきわたらせる。 大阪府大阪市・大阪府17
と温暖で，霜も降りに ・虫をつかまえる機械 泉大津市)の３つの花市

くい。 ・肥料をまぜる機械 場

○出荷先までの交通網・冷蔵庫…収穫したバラの新鮮さを保ち

生長を抑える。 ・福岡市の花市場までは

近くの国道を通ってい○□□さんの工夫や努力

・客のニーズに合わせた品種や色 る。

・毎日，バラの様子，天気や天候を見な ・関西の花市場まではト

がらバラがよく生長するように機械を ラックで高速道路を通

うまく利用して水や栄養を与えたり， って運んでいる。

害虫や病気を防いだりする工夫や努力

をしている。



○指導構想
研究内容①地図を生かした学習問題の設定
○ 新学習指導要領の目標｢(３) 地域における社会的事象を観察，調査するとともに，地図や各

種の具体的資料を効果的に活用し，地域社会の社会的事象の特色や相互の関連などについて考

える力，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。｣に関わって，地図を活

用した学習を組み立てる。

地図には，位置や距離，分布や広がり，方位，地形，交通との結びつきなどの特性がある。

， 。 ， ， ，本小単元では これらの特性を生かして学習を行っていく 特に 学習問題の設定では まず

バラの全国における市町村別の出荷量の第１０位までがわかるグラフ(資料)を提示する。その

グラフから福岡市が全国で第５位であり，年間７６３万本も出荷していることに気付かせる。

次に，１時間目に提示した を再び提示し，バラが福岡市の西区福岡市内の農産物の分布地図

と東区で生産されており，特に西区の△△と〇〇で集中してつくられていることを知る。そし

， ， 。 。て 学習問題｢なぜ 〇〇や△△でたくさんのバラがで作られているのだろうか ｣を設定する

研究内容②各段階における地図の位置付け
本小単元では，考えを深めるために，地図を活用した交流活動を下図のように位置付ける。

学習段階 地図の活用 地図を活用した活動 地 図

【全体交流】つかむ 読図の活動①

○ から西区に農作物の分布地図

農家が集中している事実を読み

取らせるために，農作物に色を

塗って位置や分布，広がりを認

識させる。

【地図を触りながら班で交流】

【全体交流】

○ を触りながら班の立体模型地図

児童と交流し，学習問題の答え

。を予想して追究の視点をつくる

さぐる 読図の活動② ○追究の視点に沿って，教師の作

(農産物の分布地図・交通成資料

網の地図) 立体模や掲示してある

から読み取りを行い，学型地図

習問題について考え，事実認識

を行う。

【全体交流】まとめる 吟味する活動

○それぞれの追究の視点につい

て，全体で事実を整理する。

【全体交流】再構成する活動①

○前時で課題となった“市場まで

福岡市近いか遠いか”について

を見て生活経験等をもとの地図

， 。に自分の考えをもち 交流する

さらに，提示された福岡県の地

図を見て，福岡県内の３つの市

場の位置を知り，〇〇からは福

岡市の市場が近いという見方を

地図上で理解する。そうするこ

とで地理的な見方や考え方が深

福岡市の地図 福岡県内の市場のまると考える。

位置を示した地図



研究内容③地図の内容と提示の工夫
①つかむ段階

何のために 何を（内容） どのように（方法）

○福岡市で農産物を生産している地 ○福岡市内の農産物分布 ○学習問題を設定する前の時間

域をとらえ，なぜ元岡や北崎でた 地図を (第１次)に全体へ提示し，第

くさんのバラが作られているのか ２次で想起させる。

という学習問題を立てるために，

○元岡や北崎でバラづくりが行われ ○福岡市の立体模型地図を ○学習問題の予想(第２次)と追

ている理由を，立地条件や自然条 究の視点(第３次)を考えさせ

件から考えさせるために， る際に，全体に提示する。

②さぐる段階

何のために 何を（内容） どのように（方法）

○元岡・北崎でバラづくりが行われ ○福岡市の立体模型地図を ○教室に掲示しておき，調べえ

ている理由を，立地条件や自然条 る活動の際，いつでも触れる

件から考えさせるために， ようにしておく （立体模型。

○元岡・北崎から福岡市東区の花市 ○福岡市の交通網の地図を 地図）

場までの距離をとらえられるよう ○教師作成の資料に載せておき

に， き，児童が必要な際に読み取

る （福岡市の交通網地図）。

○全体で視点ごとに事実を整理

する際に，児童がその地図を

。使って説明できるようにする

③まとめる段階

何のために 何を（内容） どのように（方法）

○北九州市や久留米市の花市場の位 ○福岡市の交通網の地図を ○まず，福岡市の交通網の地図

置と比べると，元岡や北崎から福 ○福岡県全体の地図(県内 を提示し，元岡・北崎から東

岡市東区の花市場までが近いとい の３つの花市場を示した) 区の花市場までが近いか遠い

う見方に気付かせ，市場までが近 地図を かについて交流する。

いこともバラ作りが行われている ○次に，福岡県全体の地図を提

理由の一つだということを気づか 示し，北九州市や久留米市の

せるために， 花市場の位置と比べると，東

区の花市場は近いという見方

に気付かせる。

３．小単元の目標

○ 福岡市のバラの生産活動の様子に関心をもち，見学や調査活動を通して意欲的に調べることが

できる （関心・意欲・態度）。

○ 地域の生産活動に携わる人々は，他地域などとのかかわりをもちながら，様々な工夫をしてい

ることを具体的に考えることができる （思考・判断）。

○ 地域の生産活動に携わる人々の様子を，見学することを通して具体的に観察・調査し，調べた

過程や結果を表現することができる （技能・表現）。

○ 地域の生産活動では，地形や気候など自然条件とのかかわり，施設・設備，働く人の仕事の進

め方，生産物の販売などに見られる仕事の工夫があり，苗の購入や出荷先など他地域とかかわり

をもっていることがわかる （知識・理解）。



４．指導計画（全１２時間）

学習活動と内容 支援段階 配時

２ １ 『わたしたちのくらしと商店』の学習を想起 ○事前に，産地の書いた野菜や果物．

つ ( ) し，福岡市では，どこでどのような農作物が作 の袋を持参させておく。1
られているのか調べる。 ○前単元の想起から入る。

（１）前単元を想起する。 ○農作物には、穀類・野菜・果物が

（２）野菜や果物がどこで作られているのかを あり、生花も含まれることを知る。

予想し，話し合う。

か ・スーパーで買い物をした時に，福岡県産って

書いてあったよ。

・ネギには，博多ねぎって書いてあった。

・福岡県以外の都道府県の名前もあるよ。

福岡市では，どこでどんな農作物が作られて ○ を提福岡市内の農産物の分布地図
む いるのだろうか。 示し，福岡市では様々な農作物が作

（３）福岡市の農作物分布地図の農産物に色を塗 られていることに気付かせる。

り，農産物の位置や分布，広がりをつかむ。

( ) （４）わかったことや気がついたことを交流し， ○福岡市の1
福岡市の農産物についてまとめる。 農産物分布地図

・福岡市では，たくさんの野菜やくだもの，花

などがつくられているね。

・西区でたくさんの農作物がつくられているよ

○場所(どこで) 品物(どんなものが)，

について調べるようにする。

１ ２．資料から学習問題をつくり，予想を立てる。 ○全国のバラの出荷量第１０位まで

（１）バラの出荷量のグラフから福岡市について を示したグラフを提示し，福岡市が

気づいたことやわかったことを発表する。 全国で第５位の出荷量があることに

・福岡市のバラの出荷量は，全国の市町村の中 気付かせる。

で第５位だよ （１７７７市町村の内）。

○全国の市町村別・福岡市の一年間の出荷量は，７６３万本もあ

バラの出荷量とるよ。

全国順位のグラフ学習問題

なぜ，元岡や北崎でたくさんのバラが

つくられているのだろう。

○ を再び福岡市内の農産物分布地図
提示し，バラが元岡や北崎に集中し

ているとをおさえ，学習問題につな

げる。

（２）学習問題の答えを予想する。

○福岡市の

○班の友達と立体模型地図を触りながら予想する児童 立体模型地図



板書（第３次）

１ ３．予想を交流し，調べる計画を立てる。

（１）予想したことを交流する。

・土に栄養があるからじゃないかな。

・よい水があるからじゃないかな。

・気温が関係しているんじゃないかな。

・つくる人がたくさんいるんじゃないかな。

・機械でやってると思うから，人は少ないよ。

・よいこの社会科７月号で，交通網の学習をし

たよ。西区には，高速道路が通っていたから

運びやすいんだと思うよ。

・市場がどこかわからないけど，きっと市場に

近いと思うよ。 ○追究の視点は，特に絞らせない。

（２）調べること（追究の視点）と調べる方法を

はっきりさせる。

【調べること】

しぜん・ 作り方 運びやすさ

土地の様子

【調べる方法】 ○元岡の□□さんを紹介する。

・社会科見学で，見たり聞いたりする。

・教師作成資料で調べる。

・花屋で聞く。

・インターネットで調べる。

板書（第４次）



４ ４．追究の視点に沿って調べ，事実を整理する図

にまとめる。

( ) （１）□□さんのバラ農家へ見学に行く。1
( ) （２）わからないことを教師作成資料やインター2

ネットで調べる。 ○教師作成資料を配布する。

さ ( ) （３）学習問題の答えを自分なりにまとめる。1
ぐ

○福岡市のる

交通網地図

３ （４）まとめたことを全体交流し、事実を整理す

る。

○西区〇〇の( ) ○土地の様子1
航空写真１）調べた事実を発表する。

２）発表したことをその場で吟味しながら整

理していく。

○西区〇〇の

様子がわかる

写真

ま

○対馬海流の流れがと

わかる地図

板書（第９次）

め

る

( ) ○作り方1
１）調べた事実を発表する。

２）発表したことをその場で吟味しながら整

理していく。



板書（第１０次）

( ) ○運びやすさ1
１）調べた事実を発表する。

２）発表したことをその場で吟味しながら整

理していく。

３）元岡や北崎から福岡市東区の花市場まで

が近いか遠いかについて，考えを書く。

板書（第１１次）

． 、 。３ 学習問題の答えについて話し合い まとめる

１ １）２つの視点（自然・土地の様子，作り方）

本 についてまとめたことを振り返る。

時 ２）福岡市の地図を元に，前時の疑問「元岡や

北崎から東区の花市場までは近いのか 」に。

ついて，話し合う。

３）福岡県全体の地図を見て，もう一度考え，

○福岡市の ○福岡県の花市場の考えを書き，話し合う。

交通網地図 位置を表す地図４）クラス全体で学習問題の答えをまとめる。

元岡や北崎は平地が広く，気温もあたたか ○福岡県全体の地図を提示し，北九

く しもも降りないので バラを育てやすい 州市や久留米市の花市場の位置と比、 ， 。

また，□□さんは天気や気温を見ながら，う べると，東区の花市場は近いという

まく機械を使ってバラの生産に取り組んでい 見方に気付かせる。

る。さらに，福岡市の市場までも近いので， ○まとめの最後に，□□さんが愛情

元岡や北崎でバラづくりが行われている。 を込めて一生懸命作っていること

（気持ち）も重要であることに気づ

（５ 「今日の学習で」を発表する。 かせる。）

○本時での考えの変容や学習問題の

答えについて書くよう促す。



地図を使った全体交流（１２ １２） 於 ３年〇組教室２．本時 /

６．本時の目標

○ 元岡や北崎でたくさんのバラがつくられている理由について、考えたことを文章で書き表し，

発表することができる （技能・表現）。

○ 元岡や北崎でたくさんのバラがつくられている理由をまとめることができる （思考・判断）。

７．本時指導の考え方

「 から東区の市場までが遠い」と言っていた児童に，縮尺を変えた地図元岡

を使って福岡県内の他の市場の位置を示せば 「元岡から東区の市場までが近，

い」という見方へ変容し 「運びやすさ」の視点を学習問題の答えの一つと考，
えることができるだろう。

○前時までに…

児童は前時までに，追究の視点に沿って調べ活動を行い 「自然や土地の様子(平地の広がり・，

」「 （ ，温暖な気候・霜が降りないこと) ・ 作り方 □□さんが毎日バラの様子や天気・気温を見ながら

機械をうまく利用してバラを育てていること ・ 運びやすさ(交通の便がよい・関西の市場までは」「

」 ， 。 ， 「 」高速道路を使って運んでいること について 全体で交流している しかし 前時の 運びやすさ

について話し合う際 「西区元岡から東区の花市場へ近い」という□□さんの言葉に対して 「遠， ，

い」と思っている児童が３０人中２２人もいた。そこで 「運びやすさ」についてのまとめは行わ，

ず，自分の考えをプリントに書き，本時で話し合うことにした。

○本時は…

本時はまず，今までの学習の振り返りをして 「西区元岡から東区の花市場へ近いかどうか」に，

ついて話し合う活動を仕組む。多くの児童は，元岡へ見学に行った時の経験をもとに，時間や距離

で「近い」か「遅い」かを判断している。また，国道と高速道路を比較して，判断している児童も

いる。話し合いの後，教師から福岡県の地図を提示する。ここでは，福岡県で考えると福岡市がど

の位置に当たるのかを抑え，元岡→北九州市の花市場→久留米市の花市場→東区の花市場の順に位

置を抑えることで 「北九州市や久留米市の花市場に比べると，東区の花市場は元岡から近い」こ，

とに気付かせたい。さらに，地図の見え方を変えることで，ものの見方や考え方も変わることがあ

るということを知らせたい。

「元岡から東区の花市場へ近い」ことを確認した後，学習問題の答えについて個人でまとめ，全

体でまとめる。元岡や北崎でバラ作りが行われている理由が，自然条件・作り方・運びやすさにあ

るということでまとめたい。

○何のために、何を(内容)、どのように(方法)指導するのか。

何のために 何を（内容） どのように（方法）

○北九州市や久留米市の花市場の位 ○福岡市の交通網の地図を ○まず，福岡市の交通網の地図

置と比べると，元岡や北崎から福 ○福岡県全体の地図(県内 を提示し，元岡や北崎から東

岡市東区の花市場までが近いとい の３つの花市場を示した) 区の花市場までが近いか遠い

う見方に気付かせ，市場までが近 地図を かについて交流する。

いこともバラ作りが行われている ○次に，福岡県全体の地図を提

理由の一つだということを気づか 示し，北九州市や久留米市の

せるために， 花市場の位置と比べると，東

区の花市場は近いという見方

に気付かせる。



○福岡市の交通網の地図 ○福岡県内の市場の位置を示した地図

８．本時の展開

学習活動と内容 支援段階 配時

１．前時までの学習を振り返り，本時のめあてを5
分 確認する。

学習問題

なぜ，元岡や北崎でたくさんのバラが

つくられているのだろう。

１）２つの視点（自然・土地の様子，作り方）

についてまとめたことを振り返る。

めあて

元岡や北崎から東区の花市場までが近いか

どうかについて話し合い，学習問題の答えを

まとめよう。

２．前時の疑問「元岡や北崎から東区の花市場ま

では近いのか 」について話し合う。。

１）福岡市の地図を元にして，自分の考えを話1 0
分 し合う。

２）福岡県全体の地図を見て，もう一度考え， ○ 分間の話し合いの後，福岡県全1 2 10
分 文章に表し，発表する。 体の地図を提示する

○中心発問

３．学習問題の答えについてまとめる。 「福岡県の地図を見て，元岡や北崎8
分 １）学習問題の答えを文章に表す。 から東区の花市場は近いですか 」。

○自然や土地の様子 ○北九州市や久留米市の花市場の位

○作り方 置と比べると，東区の花市場は近い

○運びやすさ という見方に気付かせる。

２）自分の考えを発表し、全体でまとめる。

〇〇や△△は平地が広く，気温もあたたか ○まとめの最後に，□□さんが愛情

く しもも降りないので バラを育てやすい を込めて一生懸命作っていること、 ， 。

また，□□さんは天気や気温を見ながら，う （気持ち）も重要であることに気づ

まく機械を使ってバラをたくさん作ってい かせる。

る。さらに，福岡市の市場までも近いので，

〇〇や△△でバラづくりが行われている。

○本時での考えの変容や学習問題の

４）｢今日の学習で｣について発表する。 答えについて書くよう促す。10
分 ○友達の考えのよさに気付かせるた

めに｢今日の学習で｣を数名に発表

させ，何がよいのかを具体的に説明

して賞賛する。




